
世の中にはさまざまな宗教があって、「世界 3 大宗教」のように信者が大勢いるもの

もあれば、特定の地域で信仰されている土着宗教のようなものもあり、「鰯の頭も信心

から」のように何でも信仰の対象になっています。 
 

みなさんは「キリスト教」と呼ばれているものについて、どのくらいご存知でしょうか。

「キリスト教というくらいだから、キリストを神としているんだよね」そんな感じでしょうか。 

 

ものすごく簡潔に表現すると、「神」「罪」「救

い」の 3 つの単語を通して説明できるでしょう。

それぞれの単語の意味を知ることができれ

ば、「キリスト教」についてある程度の知識を

得たことになります。 
         （詳細は、この紙面ではとても書ききれません） 

 

１．神 
 

天地万物を無から創造した「唯一の神」が存在します。そして人間も神様の創造によ

り造られた存在です。神様は人間一人ひとりを愛していて、それぞれに対して計画を持

っています。 
 

わたしは神である、わたしのほかに神はない。    （旧約聖書 イザヤ書 第 46 章 9 節） 
 

２．罪 
 

人間は生まれながらに神に逆らう性質を持っています。それを「罪」と呼びます。一

般的な犯罪と区別するために「原罪」という表現を使うこともあります。法律に違反した

とか倫理的に問題があるなどの「罪」ではなく、神を神と認めないこと、神に背を向ける

ことが「罪」で、その結果としてさまざまな問題が生じてきます。罪の結果、人間には死

が与えられます。肉体の死だけではない、永遠に神から離れた「本当の死」です。 
 

罪の支払う報酬は死である。         （新約聖書 ローマ人への手紙 第 6 章 23 節） 
 

３．救い 
 

人間の「罪（原罪）」を解決する唯一の方法が「イエス・キリスト」です。キリストが自分

のために十字架にかかって死に、復活したことを信じる者はみな「罪」がゆるされ、永

遠の命が約束されます。この地上の肉体が死んでも、神とともにある永遠の住まいが

用意されるのです。肉体の死に対する漠然とした不安が解消されます。 
 

この人による以外に救
すくい

はない。            （新約聖書 使徒行伝 第 4 章 12 節） 



「聖書」という書物があります。はるか数千年前から神様から啓示を受けた人たちが

書き記した書をまとめたものです。キリスト以前に書かれた書物が 39、キリスト以後に

書かれた書物が 27、合わせて 66 の書物がまとめられて「聖書」とされています。神に

ついて、人間について、歴史について、世の終わりと新天新地についてなどが書かれ

ています。神様からの啓示であるゆえに、未だ人間に理解できない内容も少なからず

あります。それでも数千年間読み継がれてきています。 
 

神の存在を信じ、罪からの救いを信じ、聖書を読み、祈る。もしも神様が実際には存

在しないのであれば、ただの気休めで、非常に虚しい行為です。闇雲に「信じます信じ

ます信じます」と念じていても、そんなものは「信仰」ではありません。ただの「思い込み」

です。日々の生活の中で、神様の愛、助け、導き、守りを体験し続けていくことによって、

「ああ、確かに神様がおられ、私を愛して下さっていて、救ってくださっている」と実感す

ることができます。そんな「本当の神様」を知り「救い」を受け取りませんか。 
 

 祈ってみましょう 
 

 キリストについて、今までよくわからずにい

ました。ほんとうに神様がおられるのでした

ら、神・罪・救いについて、理解できるように

助けてください。神様の実在を、体験させてく

ださい。 
 

 
 

聖日礼拝  毎週日曜日 10：30～12:00 頃 

祈祷会 毎月第 3 木曜日 19：00～20：30 頃 
 

札幌ペンテコステ教会  http://sapporopk.com （右のＱＲコードからも） 

NewHope のバックナンバー、礼拝の Youtube 動画などもあります。 

日本聖書協会 https://www.bible.or.jp 

ともに聴く聖書  https://www.prsi.org/ja/app（アプリも有） 

ドラマ「The CHOSEN」 https://watch.thechosen.tv 

 

【教会へのアクセス】 

 
市電にて西線 14 条下車 

 

JR 札幌駅前バス停から 

JR北海道バス啓明線[51]にて 

南 14 条西 17 丁目下車 

 

駐車スペース有 


